
【生活科】 第２学年 

●単元構想図 

 



●単元の評価規準 

 

 

単元の評価 

規準 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

地域に関わる活動を通し

て、自分たちの生活は、さ

まざまな人や場所と関わ

っていることが分かって

いる。 

地域に関わる活動を通し

て、地域の場所やそこで生

活したり働いたりしてい

る人々について考えてい

る。 

地域に関わる活動を通して、地域

に親しみ愛着をもち、適切に接し

たり安全に生活したりしようとし

ている。 

 

小 

単 

元 

に 

お 

け 

る 

評 

価 

規 

準 

で 

あ 

う 

 

①自分の身近な地域には

さまざまな場所があり、

さまざまな人がいるこ

とに気付いている。 

①行きたい場所や会って

みたい人を思い描きな

がら、探検の計画を立て

ている。 

①地域の場所や人々に関わること

への関心や期待をもちながら、

それらと関わろうとしている。 

は 

た 

ら 

き 

か 

け 

る 

②地域の人々と関わる活

動をする際に、ルールや

マナーを守っている。 

 

 

 

 

③探検で関わった人々の

地域に寄せる思いに気

付いている。 

 

④地域には自分たちのく

らしを豊かにしてくれ

る人々がたくさんいる

ことに気付いている。 

②見つけたことの共通点

や相違点を探したり、予

想と比べたりしながらま

とめ、伝え合っている。 

③親しみや愛着をもった

ことを振り返りながら、

友達に伝えている。 

  

②地域の場所や人々に親しみや愛

着をもち、それらのよさを大切

にしようとしている。 

③地域のよさをさらに詳しく調べ

るために、地域の人々と関わろ

うとしている。 

ふ 

り 

か 

え 

る 

 ④探検先の人々の地域に

寄せる思いを振り返り、

町のよさについて話し

ている。 

 

●活動の流れと評価の計画（全２０時間） 

 学習活動 教師のコーディネート 知 思 態 評価方法 

で

あ

う 

⑷ 

・行ったことのある店

や行ってみたい場

所等を出し合う。 

 

 

・探検に行きたい場所

の希望を取り、行き

先を決め、グループ

を作る。 

 

 

・学区内にある場所や店等を出し合い、行ってみ

たいという意欲をもたせる。 

・児童から出てきた意見を参考に、相手方に連絡

し、協力を依頼する。 

 

・興味のある場所に行けるよう配慮し、意欲的に

活動できるように、グループを編成する。 

・児童が活動の見通しをもてるように、児童と相

談しながら見通しボードを作成していく。 

①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・発言内容 

・ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・探検先で「スキ」を

見付けてきて、みん

なに伝えるために、

グループごとに知

りたいことや質問

したいことを考え

て、計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・探検に行く場所や仕事などについて予想をす

ることで、実際に見たり聞いたりしたときに、

多くの気付きが生まれるようにする。 

・探検のルールやマナーを十分確認したり、道順

を確認したりして、安全に行けるようにする。

〔Google（あ）、Google マップ（ア）〕 

・探検して分かったことを写真、動画などのさま

ざまな方法で記録に残せるように、グループで

一台タブレットをもたせる。タブレット係や時

計係など全員に役割を与え、一人一人が意欲的

に取り組めるようにする。 

① ① ・探検パスポー

ト 

・行動観察 

 

 

は

た

ら

き

か

け

る 

⒂ 

・グループごとに探検

に行き、見学したり

質問したりする。 

 

 

 

・見学してきたことを

探検パスポートに

まとめる。 

 

・報告会の準備、練習

をする。 

 

 

 

・報告会を開き、自分

が好きだと思った

ことを伝え合う。 

 

 

 

 

 

 

 

・保護者に付き添いを依頼し、安全に探検に行け

るようにする。（ｂ） 

・メモを取ったり、写真や動画を撮影したりして

記録する。（タブレットで写真や動画を撮る際

には、許可を取るように伝える）（ｂ） 

 

・予想と比べてどうだったか確かめることで、よ

り興味がもてるようにする。 

 

 

・見学してきた写真を、Ｙチャートに分類し、そ

の中から自分が「スキ」だと思うこと（もの・

人・しごと）について選び、理由と共に伝えら

れるようにする。〔Google（あ）、ジャムボード

（イ）〕 

・タブレットで撮影してきた写真や動画を用い

て発表することで、分かりやすく伝えられるよ

うにする。〔ロイロノート（イ）〕 

 

・報告を聞くだけでなく、互いに質問し合えるよ

うに、自分たちの探検と比べながら報告を聞く

ようにする。 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

② 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・探検メモ 

 

 

 

 

 

・探検パスポー

ト 

 

 

・思考ツール 

・ワークシート 

 

 

 

・発言内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

探検先には～がありました。自分が見付けた「スキ」なものは○○です。理由は△△

だからです。自分も××してみたいです。 

町の「スキ」を見付けて、クラスのみんなに伝えよう 

探検先には何があるのかな。どんな人が働いているのかな。「スキ」がた

くさん見つかるといいな。 



・報告会を受けて、も

っと詳しく伝えら

れるように調べた

いことを付箋に書

き、グループごとに

Ｙチャートに整理

して質問を決める。

（本時） 

 

・グループごとに再度

探検に行き、見学し

たり質問したりす

る。 

 

 

・見学してきたことを

探検パスポートに

まとめる。 

・探検で分かったこと

をグループごとに

まとめ、報告会の準

備をする。 

 

・再度報告会を開き、

分かったことを伝

え合う。 

 

 

 

 

・報告会で「スキ」が伝わるように発表できたグ

ループを想起させたり、働いている人のインタ

ビュー動画（a）を視聴させたりして、探検先

の方の工夫や思いに意識が向くような質問が

考えられるようにする。 

 

 

 

 

・保護者に付き添いを依頼し、安全に探検に行け

るようにする。（ｂ） 

・メモを取ったり、写真や動画を撮影したりして

記録する。（タブレットで写真や動画を撮る際

には、許可を取るように伝える）（ｂ） 

 

・報告会で「スキ」がより伝わるように、探検先

の方の工夫や思いをまとめられるようにする。 

 

・国語科の「ことばでみちあんない」で学習した

ことを想起させ、話す事柄を考えて順序よく話

したり、自分が聞きたいことを落とさないよう

に集中して聞いたりすることができるように

する。 

・聞いている人に、分かったことだけでなく、自

分の思いが伝わるように、気持ちが変化したこ

とがあれば、それも伝えるようにする。〔ロイ

ロノート（イ）〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・思考ツール 

・行動観察 

 

 

 

 

 

 

 

・探検メモ 

 

 

 

 

 

・探検パスポー

ト 

 

・発言内容 

・行動観察 

 

 

 

・発言内容 

 

 

ふ

り

か

え

る 

⑴ 

・探検して分かったこ 

とを今後にどう繋

げていくか考えさ

せる。 

・探検パスポートや振り返りカードを見直すよ

う促すことで、探検に行く前と比べて、探検先

や町に対しての思いがどう変わったのか分か

るようにする。 

 

 ④  ・発言内容 

・振り返りシー

ト 

 

 

活用する学習支援ソフト （あ）Google （い）ロイロノート 

活用するコンテンツ （ア）Google マップ （イ）ジャムボード 

活用する人材 （ａ）探検先の方（ｂ）保護者 

 

探検先の○○さんは、××名人です。○○さんは～なことができるそうで、

かっこいいと思いました。自分もやってみたくなりました。 

町にはいいところがたくさんあるな。行く前より町のことがスキになったな。 



生 活 科 学 習 指 導 案 

単元名「もっとなかよしまちたんけん ～かさかけスキスキ大さくせん～ 」 

令和５年１０月３０日（月） 第２校時 ２年１組教室 

みどり立笠懸東小学校 ２年１組 指導者 岩﨑 雄一 

Ⅰ 単元（題材）の構想 

１ 単元（題材）の目標及び児童の実態 

単元の目標 地域の人々と関わる活動を通して、地域で生活したり、働いたりしている人と

自分たちの生活との関わりを見付け、自分たちの生活はさまざまな人や場所と

関わっていることや、地域の人々が地域に寄せる思いに気付くと共に、地域の

人々に親しみや愛着をもち、適切に接したり、安全に生活したりしようとする

ことができるようにする。 

 目 標 児童の実態 

知識及び技能 

 

 

 

 

・地域の人々と関わる活動を通して、

自分たちの生活は、地域のさまざま

な人や場所と関わっていることや、

地域の人々が地域に寄せる思いに気

付くことができる。 

・地域の人々との直接的な関わりは少ないが、登

下校時の旗振り活動や安全協力の家等でお世話

になっているということを知っている。 

 

 

思考力、判断力、 

表現力等 

 

 

・地域の人々と関わる活動を通して、

地域で生活したり、働いたりしてい

る人と自分たちの生活との関わりを

見付けることができる。 

・学校の周りにあるお店や施設など、自分たち

の生活と結び付けながら、どんなことをしてい

るのか考えることができる。 

 

学びに向かう力、 

人間性等 

 

 

・地域の人々と関わる活動を通して、

地域の人々に親しみや愛着をもち、

適切に接したり、安全に生活したり

しようとする。 

・多くの児童が季節や安全に関するもの等を意

欲的に見付け、身近な地域に関心を持つことが

できる。 

 

 

２ 評価基準 

 

 

単元の評価 

規準 

 

 

 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

地域に関わる活動を通し

て、自分たちの生活は、さ

まざまな人や場所と関わ

っていることが分かって

いる。 

地域に関わる活動を通し

て、地域の場所やそこで生

活したり働いたりしてい

る人々について考えてい

る。 

地域に関わる活動を通して、地域

に親しみ愛着をもち、適切に接し

たり安全に生活したりしようとし

ている。 

 

 

 

 

小 

単 

元 

で 

あ 

う 

 

①自分の身近な地域には

さまざまな場所があり、

さまざまな人がいるこ

とに気付いている。 

①行きたい場所や会って

みたい人を思い描きな

がら、探検の計画を立て

ている。 

①地域の場所や人々に関わること

への関心や期待をもちながら、

それらと関わろうとしている。 

は 

た 

ら 

②地域の人々と関わる活

動をする際に、ルールや

マナーを守っている。 

 

 

 

 



に 

お 

け 

る 

評 

価 

規 

準 

き 

か 

け 

る 

③探検で関わった人々の

地域に寄せる思いに気

付いている。 

 

④地域には自分たちのく

らしを豊かにしてくれ

る人々がたくさんいる

ことに気付いている。 

②見付けたことの共通点

や相違点を探したり、予

想と比べたりしながら

まとめ、伝え合ってい

る。 

③親しみや愛着をもった

ことを振り返りながら、

友達に伝えている。 

  

②地域の場所や人々に親しみや愛

着をもち、それらのよさを大切

にしようとしている。 

③地域のよさをさらに詳しく調べ

るために、地域の人々と関わろ

うとしている。 

ふ 

り 

か 

え 

る 

 ④探検先の人々の地域に

寄せる思いを振り返り、

町のよさについて話し

ている。 

 

 

３ 指導及び評価、ICT活用の計画  ※別紙参照 

 

４ 学習対象の価値 

 小学校に入学し１年が経ち、学校にも随分と慣れ、友達との関わりも増えてきた。一方で、自分の住む地域の人との

関わりは、ほとんどない。そこで、町探検を通して、自分たちが住む地域のお店や施設の様子を知ったり、自分たちの

町を支えている人々に触れたりすることは、自分の住む町を大切にしたいという思いにつながる。また、地域の人と繰

り返し関わることで、物だけでなく、そこに住む人の願いや思いに気付くことが期待できる。 

 

Ⅱ 本時の学習（１１／２０） 

１ ねらい 報告会を振り返ってグループで話し合いをしたり、インタビュー動画を見たりすることを通して

働いている人に着目してもっと知りたいことや聞きたいことを考えることができるようにする。 

 

２ 準備 

（教師）インタビュー動画 タブレット 

（児童）ワークシート（Yチャート） 付箋  振り返りカード 

主な学習活動  

児童の反応・発言等〔Ｓ〕 

時 

間 

○指導上の留意点 ☆ICTの活用◎評価項目 

1 前時の学習を振り返り、本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

 

 

５  

 

 

 

 

 

○報告会を振り返ったり、町探検で発見したことをＹチャ

ートに整理したものを確認させたりして、探検先のこ

とをもっとみんなに伝えたいという気持ちがもてるよう

にする。 

 

 

２ 報告会で「スキ」がよく伝わったグループの発表は、

どんなところがよかったのか想起し、自分の作戦を考

える。 

Ｓ：○○グループの発表は、すごくめずらしいものがあっ

７ 

 

 

 

○児童がどんな質問をすればよいか考えられるよ

うに、前時の報告会で、探検先の方の仕事の工

夫や「スキ」な気持ちを上手に伝えられたグル

ープの発表を例に出して紹介し、どこがよかっ

めあて：みんなに探検先の「スキ」がもっと伝わるように、作戦をたてよう。 



てびっくりしたな。 

Ｓ：△△グループの発表は、社長さんのことを発表してい

たな。仕事の工夫が分かってよかったな。 

Ｓ：質問されて答えられなかったことをもう１度聞いてみん

なに伝えたいな。 

 

３ 地域で働いている人のインタビュー動画を見て、自分

で決めた作戦のためにさらに聞きたいことを考え、付

箋に書く。（個別） 

Ｓ：「名人作戦」にするぞ。そのために、お店の人ががん

ばっていることを聞いてみよう。 

Ｓ：「なるほど作戦」にしよう。そのためにどうやってその

仕事をしているのか、理由をきいてみよう。 

 

４ グループで意見を出し合い、同じような意見はまとめ

る。（グループ） 

Ｓ：「名物作戦」にするために、一番高い品物について、

どうやって仕入れたのかと、売るためにどうやって宣伝

しているのか詳しく聞いてみよう。 

Ｓ：「名人作戦」にするために、いつから働いているのか、

どうしてこの仕事に就いたのか聞いてみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たのかを考えさせる。 

○児童の発言からキーワードになるような言葉（びっく

り、なるほど、名人、名物など）を取り上げて板書し

自分がどんな作戦にするのか考えられるようにする。 

 

 

☆名人紹介動画 

○教師が撮影したインタビュー動画を見せることで、質

問が「もの」に偏っているグループは、働いている人

の仕事に対する思い等、多面的に質問が考えられ

るようにする。 

○考えられない児童には、報告会でよかったグループ

の発表を参考にするようにアドバイスをする。 

 

○人に着目させるために、一人一人が書いた付箋をＹ

チャートに貼り、質問に偏りがあるグループは視覚的

に気付けるようにさせる。また、同じようなものはまとめ

られるように重ねて貼らせる。 

○Ｙチャートに分類する際に「作戦」ではなく、質問の

内容で分類するようにし、児童の思いを大事にできる

ようにする。 

○探検先の方に迷惑がかからないように、グループでい

くつ質問をするのか考えて多くなりすぎないように意見

をまとめさせる。 

 

５ 本時のめあてに対するまとめを確認し、学習内容

を振り返る。 

Ｓ：探検先のすごいところを見つけて、みんなに知らせた

いな。 

 

 ５ 

 

 

 

 

○振り返りカードに記入し、次時に意欲を繋げられるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

◎発言内容やワークシート（Ｙチャート）の質問か

ら、「地域のよさをさらに詳しく調べるために、地

域の人々と関わろうとしている。（学びに向かう

力、人間性等）」を評価する。 


